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＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜患者様連絡事項＞
・高柳　和子様～シンラック液1本処方。
・工藤　恭子様～肺雑音、湿性咳嗽聞かれるため胸部X-P施行している。食事、内服できていないため金Dr報告し、絶食、服薬出来なければ経過観察、セフトリアキソン点滴の指示頂く。
・下村　慶子様～便秘6日目のためGE処方。
・山本　幸江様～身体状態回復した為南病棟へ転出となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～午前・午後各1時間の開放観察中。開放観察中はホール内で書き物をして過ごされている。多飲水や他患者とのトラブルはない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～時間隔離中(20時～6時)。衣類や漫画等私物要求あるが不穏さや表情に硬さはない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。バイタルサイン異常なし。MTチューブ弄り無し。左足背に浮腫見られている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・大久保　すい様～身体拘束中。被毒妄想なく、スタッフ対面時対応穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・米内　勲様～他患者を威嚇するような大声、女性患者を蹴ろうとするといった粗暴行為あり。継続指示クレチアピン25mg1T服薬している。服薬後は大声を上げることはないが他室侵入は継続している。

・細越　勝男様～むせ込みないも口腔内への溜め込みあり、各食1/2～2/3摂取。14時体温37.5℃　クーリング開始し16時体温36.7℃　他バイタルサインの異常はない。排便-7日目。浣腸施行し反応便多量に確認している。
・工藤　恭子様～体温37.5～37.7℃、脈拍96～106回/分、血圧153～186/75～93mmHgで経過。本日右肺より肺雑音聞かれ、胸部X線検査実施。右肺中葉から下葉にかけ透過性の低下認められる。嚥下状態不良、痰鳴著明。
＜金Dr診察情報＞
・細越　勝男様～便秘7日目のためGE処方あり。利尿剤によりカリウム値下がって
いる為、アスパラカリウム（300）3T　1×毎食後追加となる。その他は同内容にて処方となる。
・上野　正志様～落ち着きの無さ見られる為、明日よりvdsのオランザピン（5）1T
へと増薬し処方となる。
・伏部内　ミヱ様～落ち着きの無さ見られる為、明日よりリスペリドンOD（1）2T　
2×朝夕食後へと追加となる。

・澤口　信夫様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。
・下川戸　長司様～高血糖ある為、ＢＳ3検、スライディングスケールによりヒューマリンRあり。抑うつ症状は無い為、個室対応で許可との事。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和1年7月22日　12：18

氏　　名：下川戸　長司（しもかわと　ちょうじ）様

生年月日：昭和16年10月28日　77歳

病　　名：うつ病

性　　別：男性

主 治 医：深澤Dr

入院形態：任意入院

病　　棟：東病棟Dユニット

　

(経過）

H30.3.20退院後より訪問看護を利用しながら独居にて

生活していた。単身生活での不安感や孤独感はあった

ものの、症状の悪化なく安定して生活出来ていた。

　10日前から下痢が出現。今は下痢は落ち着いているが

めまいや嘔気もあり食事はほとんどとれていない状態。

精神的には身体の不調もあり少し落ち込んでいるとのこと。

独居ということもあり、今回は入院で経過観察することとした。

　R1年7月22日東病棟Dユニット20号室へ入院となる。
